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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】[ 防災工学 II]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・5 年次
【担当教員】

阿部 博

【授業目標・教育方針】
わが国は世界でも有数な地震国であり、地震災害が頻発している。耐震設計・構造物維持管理は社会基盤を震災から
守るための重要な項目である。しかしながら、群馬県は地理条件から被害が少ないため、地震防災を軽視しがちであ
る。兵庫県南部地震を体験して理解できたように、どの地域においても、地震防災のレベルを高めておくことは土木
構造物の新設、維持管理には必須といえる。耐震設計に必要な知識には、(1) 地震の原因と被害、(2) 振動理論、(3) 設
計方針等がある。ここでは、地震に関する情報（プレートテクトニス、マグニチュード等）を整理しながら、(1) の地
震の原因や地震の強さ、地震被害等の知識を習得する。また、(2) 振動理論の復習もあわせて行う。本講義で得られる
知識は、耐震構造学（必修）の基礎となり、受講者が地元において、地震防災の必要性を多くの人々に伝達すること
で市民防災意識を向上させることができる。

【授業概要】
・地震：地震動の波についての理論展開は昔から行われているが、地震のメカニズム自体は最近判明したことをプ
レートテクトニクス理論から確認する。地震を理解するうえで必須な基本用語を理解し、土木構造物被害の実態を知
る。
・振動理論：倒立振子モデルを使い、一自由度質点系の振動方程式を導く。特に、減衰項の役割の重要性を理解する。

【教科書・教材・参考書 等】
耐震工学入門第 2 版、森北出版
参考書：耐震構造学で使用する教科書

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし

【成績評価方法】
［前期］中間試験：45%，期末試験：45%，その他：ノート確認・貢献度 10％

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

【授業計画】（授業名：[ 防災工学 II]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 はじめに ガイダンス
第 2 回 地震の原因 プレートテクトニクス理論
第 3 回 プリュームテクトニクス理論
第 4 回 地震被害 歴史地震における被害例
第 5 回 兵庫県南部地震と最近の地震被害概説
第 6 回 土木構造物の地震被害について
第 7 回 土構造物被害（特に液状化被害について） ノート確認
第 8 回 前期中間試験
第 9 回 地震波 波の種類
第 10 回 強さ、共振現象、固有周期と卓越周期
第 11 回 振動理論 一自由度質点系の自由振動
第 12 回 一自由度質点系の減衰自由振動
第 13 回 一自由度質点系の強制振動
第 14 回 最新地震防災 リアルタイム地震防災
第 15 回 地震防災の将来 小論文作成 ノート確認
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